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國
學
院
中
國
學
會
報　

第
六
十
一
輯 

一
〇
〇

『
楚
辭
補
注
』
譯
注
稿
（
二
十
八
）

楚
辭
卷
第
三

天
問
章
句
第
三

〔
本
文
〕

（
87
）
日
安
不
到　
　
　

日
安
く
に
か
到
ら
ざ
る
。

（
88
）
燭
龍
何
照　
　
　

燭
し
よ
く

龍り
よ
う

何
ぞ
照
ら
せ
る
。

（
89
）
羲
和
之
未
揚　
　

羲ぎ
く
わ和

の
未
だ
揚
ら
ざ
る
に
、

（
90
）
若
華
何
光　
　
　

若
じ
や
く

華く
わ

何
ぞ
光
れ
る
。

（
91
）
何
所
冬
暖　
　
　

何い
づ

れ
の
所
か
冬
暖
か
な
る
。

（
92
）
何
所
夏
寒　
　
　

何い
づ

れ
の
所
か
夏
寒
き
。

（
93
）
焉
有
石
林　
　
　

焉
く
に
か
石
林
有
る
。

（
94
）
何
獣
能
言　
　
　

何い
づ

れ
の
獣
か
能
く
言
ふ
。

（
95
）
焉
有
虬
龍　
　
　

焉
く
に
虬き
う

龍り
ょ
う

有
り
て
、

（
96
）
負
熊
以
遊　
　
　

熊
を
負
ひ
て
以
て
遊
ぶ
。
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『
楚
辭
補
注
』
譯
注
稿
（
二
十
八
） 

一
〇
一

（
97
）
雄
虺
九
首　
　
　

雄ゆ
う
き虺
九
首
、

（
98
）
儵
忽
焉
在　
　
　

儵
し
ゆ
く
こ
つ忽と
し
て
焉
く
に
か
在
る
。

〔
通
釋
〕

太
陽
の
照
ら
さ
な
い
国
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
燭
龍
は
何
故
照
ら
す
の
で
あ
ろ
う
。
羲
和
が
ま
だ
日
輪
を
御
し
て
昇
ら
な
い
さ
き
に
、
若じ

や
く
ぼ
く木の

花

は
な
ぜ
光
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ど
こ
に
冬
暖
か
な
国
が
あ
る
の
か
。
ど
こ
に
夏
寒
い
国
が
あ
る
の
か
。
ど
こ
に
石
の
林
が
あ
る
の
か
。
物
を
言
う

け
だ
も
の
は
何
と
い
う
の
か
。
ど
こ
に
虬
龍
が
い
て
、熊
を
背
負
っ
て
遊
ん
で
い
る
の
か
。
九
頭
の
雄
蛇
は
、す
ば
や
く
ど
こ
に
い
っ
て
い
る
の
か
。

〔
洪
興
祖
補
注
〕

（
87
）（
88
）〈
日
安
不
到　

燭
龍
何
照
〉

言
天
之
西
北
、
有
幽
冥
無
日
之
國
。
有
龍
銜
燭
而
照
之
也
。

〔
補
曰
〕
山
海
經
云
、鍾
山
之
神
、名
曰
燭
陰
。
視
爲
畫
、瞑
爲
夜
。
吹
爲
冬
、呼
爲
夏
。
不
飲
不
食
、不
喘
不
息
。
身
長
千
里
、人
面
蛇
身
、赤
色
。

注
曰
、
即
燭
龍
也
。
淮
南
云
、
燭
龍
在
鴈
門
北
、
蔽
於
委
羽
之
山
、
不
見
日
。
其
神
人
面
龍
身
而
無
足
。
雪
賦
云
、
爛
兮
若
燭
龍
銜
曜
照
崑
山
。

李
善
引
山
海
經
云
、
西
北
海
之
外
、
赤
水
之
北
、
有
章
尾
山
。
有
神
人
面
蛇
身
而
赤
。
其
瞑
乃
晦
、
其
視
乃
明
。
是
燭
九
陰
、
是
謂
燭
龍
。
詩
含

神
霧
曰
、
天
不
足
西
北
、
無
陰
陽
消
息
。
故
有
龍
銜
火
精
、
以
照
天
門
中
者
也
。

〔
訓
讀
文
〕

言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
天
の
西
北
に
幽
冥
に
し
て
日
無
き
の
國
有
り
。
龍
有
り
て
燭
を
銜
み
て
、
之
を
照
ら
す
な
り
。
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國
學
院
中
國
學
會
報　

第
六
十
一
輯 

一
〇
二

〔
補
に
曰
く
〕『
山
海
經
』（
海
外
北
經
）
に
云
ふ
、「
鍾し
よ
う
ざ
ん山の
神
、
名
を
燭
し
よ
く

陰い
ん

と
曰
ふ
、
視
れ
ば
畫ひ
る

と
爲
り
、
瞑つ
ぶ

れ
ば
夜
と
爲
る
。
吹
け
ば
冬
と
爲

り
、
呼
べ
ば
夏
と
爲
る
。
飲
ま
ず
食
は
ず
、
喘せ
き

せ
ず
息
せ
ず
。
身
の
長
千
里
、
人
面
蛇
身
に
し
て
、
赤
色
な
り
」
と
。
注
（
郭
璞
）
に
曰
く
、「
即

ち
燭
龍
な
り
」と
。『
淮
南（
子
）』に
云
ふ
、「
燭
龍
は
鴈が
ん
も
ん門
の
北
に
在
り
、委い

う羽
の
山
を
蔽お
お

ひ
、日
を
見
ず
。
其
の
神
人
面
龍
身
に
し
て
足
無
し
」と
。

『
雪せ
つ
ぷ賦
』
に
云
ふ
、「
爛
た
る
こ
と
燭
龍
の
曜ひ
か
りを
銜く
わ

へ
て
崑
山
を
照
ら
す
が
若
し
」
と
。
李
善
『
山
海
經
』（
大
荒
北
經
）
を
引
き
て
云
ふ
、「
西
北

海
の
外
、
赤
水
の
北
に
、
章
尾
山
有
り
。
神
有
り
人
面
蛇
身
に
し
て
赤
し
。
其
の
瞑め
い

す
る
や
乃
ち
晦か
い

と
な
り
、
其
の
視
る
や
乃
ち
明
と
な
る
。
是

れ
九
陰
を
燭
ら
す
。
是
れ
を
燭
龍
と
謂
ふ
」
と
。『
詩
含
神
霧
』
に
曰
く
、「
天
は
西
北
に
足
ら
ず
、
陰
陽
消
息
無
し
。
故
に
龍
有
り
て
火
精
を
銜

み
、
以
て
天
門
中
を
照
ら
す
者
な
り
」
と
。

〔
語
釋
〕

○
幽
冥
無
日
之
國―

日
の
照
ら
さ
な
い
国
。○
山
海
經
云―

『
山
海
經
』「
海
外
西
經
」に
同
文
あ
り
。○
燭
龍―

鍾
山
の
神
。燭
陰
と
も
い
う
。

人
面
蛇
身
。
眼
を
開
け
ば
昼
、
閉
じ
れ
ば
夜
と
な
る
龍
神
。『
山
海
經
』「
海
外
北
經
」
の
郭
璞
注
に
、「
燭
龍
也
、
是
燭
九
陰
、
因
名
云
。（
燭
龍

な
り
、是
れ
九
陰
を
燭
ら
す
、因
り
て
名
づ
く
と
云
ふ
。）」
と
あ
る
。
○
注
曰―

『
山
海
經
』「
海
外
北
經
」
に
同
文
あ
り
。
○
淮
南
云―

『
淮

南
子
』「
時
則
訓
」
に
同
文
あ
り
。
○
委
羽―

山
の
名
。『
淮
南
子
』「
墜
形
訓
」
に
「
委
羽
、
北
方
山
名
也
。（
委
羽
は
、
北
方
の
山
名
な
り
。）」

と
あ
る
。
○
雪
賦
云―

『
六
臣
注
文
選
』「
雪
賦
」
に
同
文
あ
り
。
○
李
善
引
山
海
經
云―

現
行
の
『
山
海
經
』（
袁え
ん
か珂

『
山
海
經
校
注
』）「
大

荒
北
經
」
に
は
「
西
北
海
之
外
、
赤
水
之
北
、
有
章
尾
山
、
有
神
人
面
蛇
身
而
赤
。
直
目
正
乗
、
其
瞑
乃
晦
、
其
視
乃
明
、
不
食
不
寝
不
息
。
風

雨
是
謁
。
是
燭
九
陰
、
是
謂
燭
龍
。（
西
北
海
の
外
、
赤
水
の
北
に
、
章
尾
山
有
り
。
神
有
り
人
面
蛇
身
に
し
て
赤
し
。
直
目
正
乗
に
し
て
、
其

の
瞑
す
る
や
乃
ち
晦
と
な
り
、
其
の
視
る
や
乃
ち
明
と
な
る
。
食
は
ず
寝
ね
ず
息
せ
ず
。
風
雨
是
れ
謁
す
。
是
れ
九
陰
を
燭
ら
す
。
是
れ
を
燭
龍

と
謂
ふ
）」
と
あ
り
、「
直
目
正
乗
」、「
不
食
不
寝
不
息
。
風
雨
是
謁
。」
の
句
が
加
わ
っ
て
い
る
。
○
九
陰―

陰
気
の
盛
ん
な
所
。
郭
璞
に
、「
照

九
陰
之
幽
陰
也
。（
九
陰
の
幽
陰
を
照
ら
す
な
り
。）」
と
あ
る
。
○
詩
含
神
霧―
佚
書
。
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『
楚
辭
補
注
』
譯
注
稿
（
二
十
八
） 

一
〇
三

（
89
）（
90
）〈
羲
和
之
未
揚　

若
華
何
光
〉

羲
和
、
日
御
也
。
言
日
未
出
之
時
、
若
木
何
能
有
明
赤
之
光
華
乎
。
和
、
釋
文
作
龢
。
揚
、
一
作
陽
。
天
對
云
、
惟
若
之
華
、
稟
羲
以
耀
。

〔
補
曰
〕
羲
和
・
若
木
、
已
見
騷
經
。

〔
訓
讀
文
〕

羲
和
は
、
日
御
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
日
未
だ
出
で
ざ
る
の
時
、
若
木
何
ぞ
能
く
明
赤
の
光
華
有
る
や
。
和
、『
釋
文
』
に
龢わ

に
作
る
。
揚
、

一
に
陽
に
作
る
。「
天
對
」
に
云
ふ
、「
惟
れ
若
の
華
、
羲
を
稟う

け
て
以
て
耀
く
」
と
。

〔
補
に
曰
く
〕
羲
和
・
若
木
、
已
に
「
騷
經
」
に
見
ゆ
。

〔
語
釋
〕

○
羲
和―

日
の
馭ぎ
ょ
し
ゃ者
。
本
稿
第
四
十
輯
『
楚
辭
補
注
』
譯
注
稿
（
七
）
を
見
よ
。
○
若
華―

若
木
の
花
。

○
若
木―

古
代
の
神
話
中
に
あ
ら
わ
れ
る
神
木
の
名
。
本
稿
第
四
十
一
輯
『
楚
辭
補
注
』
譯
注
稿
（
八
）
を
見
よ
。
○
釋
文―

『
經
典
釋
文
』

の
こ
と
。
○
和
、
釋
文
作
龢―

姜
亮
夫
は
『
屈
原
賦
校
注
』
に
お
い
て
、「
和
・
龢
經
字
通
用
也
、
然
羲
和
古
無
作
龢
者
。（
和
・
龢
は
經
字
の

通
用
な
り
、
然
れ
ど
も
羲
和
は
古
龢
に
作
る
者
無
し
。）」
と
指
摘
す
る
。
○
天
對
云―

柳
宗
元
「
天
對
」
に
同
文
あ
り
。

（
91
）（
92
）〈
何
所
冬
暖　

何
所
夏
寒
〉

暖
、
温
也
。
言
天
地
之
氣
、
何
所
有
冬
温
而
夏
寒
者
乎
。

〔
補
曰
〕
素
問
天
不
足
西
北
、左
寒
而
右
凉
。
地
不
滿
東
南
、右
熱
而
左
温
。
其
故
何
也
。
歧
伯
曰
、陰
陽
之
氣
、高
下
之
理
、太
少
之
異
也
。
注
云
、

高
下
謂
地
形
、
太
少
謂
陰
陽
之
氣
、
盛
衰
之
異
。
西
方
凉
、
北
方
寒
、
東
方
温
、
南
方
熱
、
氣
化
猶
然
矣
。
又
曰
、
東
南
方
陽
也
。
陽
者
其
精
降
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國
學
院
中
國
學
會
報　

第
六
十
一
輯 

一
〇
四

於
下
。
故
右
熱
而
左
温
。
西
北
方
陰
也
。
陰
者
其
精
奉
於
上
。
故
左
寒
而
右
凉
。
是
以
地
有
高
下
。
氣
有
温
凉
。
高
者
氣
寒
、下
者
氣
熱
。
注
云
、

以
氣
候
驗
之
、
中
原
地
形
、
所
居
者
悉
以
居
髙
則
寒
、
處
下
則
熱
。
中
華
之
地
、
凡
有
高
下
之
大
者
。
東
西
南
北
各
三
分
也
。
其
一
者
、
自
漢
蜀

江
南
至
海
也
。
二
者
、
自
漢
江
北
至
平
遥
縣
也
。
三
者
、
自
平
遥
北
山
北
至
蕃
界
北
海
也
。
故
南
分
大
熱
、
中
分
寒
熱
兼
半
、
北
分
大
寒
。
南
北

分
外
、
寒
熱
尤
極
、
大
熱
之
分
其
寒
微
、
大
寒
之
分
其
熱
微
。
又
東
西
高
下
之
別
亦
三
矣
。
其
一
者
、
自
汧
源
縣
西
至
沙
州
。
二
者
、
自
開
封
縣

西
至
汧
源
縣
。
三
者
、
自
開
封
縣
東
至
滄
海
也
。
故
東
分
大
温
、
中
分
温
凉
兼
半
、
西
分
大
凉
。
大
温
之
分
、
其
寒
五
分
之
二
。
大
凉
之
分
、
其

熱
五
分
之
二
。
温
凉
分
外
、
温
凉
尤
極
、
變
爲
大
暄
大
寒
也
。
約
其
大
凡
如
此
。
然
九
分
之
地
、
寒
極
於
東
北
、
熱
極
於
西
南
。
中
原
地
形
、
西

北
高
、
東
南
下
、
一
爲
地
形
高
下
、
故
寒
熱
不
同
。
二
則
陰
陽
之
氣
有
少
有
多
。
故
表
温
凉
之
異
爾
。
又
曰
、
至
高
之
地
、
冬
氣
常
在
。
至
下
之

地
、
春
氣
常
在
。
注
云
、
高
山
之
巔
、
盛
夏
氷
雪
。
汚
下
川
澤
、
嚴
冬
草
生
。
常
在
之
義
足
明
矣
。
淮
南
云
、
南
至
委
火
炎
風
之
野
、
北
方
之
極
、

有
凍
寒
積
氷
、
雪
雹
霜
霰
、
漂
潤
羣
水
之
野
。
又
曰
、
南
方
有
不
死
之
草
、
北
方
有
不
釋
之
氷
。

〔
訓
讀
文
〕

暖
は
温
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
天
地
の
氣
、
何
れ
の
所
か
冬
温
か
に
し
て
夏
寒
き
者
有
る
や
。

〔
補
に
曰
く
〕『
素そ

問も
ん

』
に
「
天
は
西
北
に
足
ら
ず
、
左
寒
く
し
て
右
凉
し
。
地
は
東
南
に
滿
た
ず
、
右
熱
く
し
て
左
温
か
な
り
。
其
の
故
は
何
ぞ

や
。
岐き

伯は
く

曰
く
、
陰
陽
の
氣
、
高こ
う
げ下

の
理
、
太
少
の
異
な
れ
ば
な
り
」
と
。
注
に
云
ふ
、「
高
下
は
地
形
を
謂
ひ
、
太
少
は
陰
陽
の
氣
、
盛
衰
の

異
な
る
を
謂
ふ
。
西
方
は
凉
、
北
方
は
寒
、
東
方
は
温
、
南
方
は
熱
き
な
り
。
氣
の
化
す
る
こ
と
猶
ほ
然
り
」
と
。
又
曰
く
、「
東
南
方
は
陽
な
り
。

陽
な
る
者
は
、
其
の
精
の
下
に
降
る
。
故
に
右
は
熱
く
し
て
左
は
温
な
り
。
西
北
方
は
陰
な
り
。
陰
な
る
者
は
、
其
の
精
の
上
を
奉
ず
。
故
に
左

寒
く
し
て
右
凉
し
。
是
を
以
て
地
に
高
下
有
り
。
氣
に
温
凉
有
り
。
高
け
れ
ば
氣
寒
く
、
下ひ
く

け
れ
ば
氣
熱
し
」
と
。
注
に
云
ふ
、「
氣
候
を
以
て

之
を
驗
す
る
に
、
中
原
の
地
形
、
居
る
所
の
者
悉こ
と
ご
とく
居
の
髙
き
を
以
て
す
れ
ば
則
ち
寒
く
、
下ひ
く

き
に
處
れ
ば
則
ち
熱
し
。
中
華
の
地
、
凡
そ
高

下
の
大
な
る
者
有
り
。
東
西
南
北
、
各
お
の
三
分
す
る
な
り
。
其
の
一
は
、
漢
蜀
江
南
自
り
海
に
至
る
な
り
。
二
は
、
漢
江
の
北
自
り
平へ
い

遥よ
う

縣け
ん

に

至
る
な
り
。
三
は
、
平
遥
北
山
の
北
自
り
蕃は
ん

界か
い

北ほ
っ
か
い海
に
至
る
な
り
。
故
に
南
に
大
熱
を
分
し
、
中
に
寒
熱
兼け
ん
は
ん半
を
分
し
、
北
に
大
寒
を
分
す
。
南
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『
楚
辭
補
注
』
譯
注
稿
（
二
十
八
） 

一
〇
五

北
の
分
外
、寒
熱
尤
も
極
め
、大
熱
は
之
れ
其
の
寒
微
を
分
し
、大
寒
は
之
れ
其
の
熱
微
を
分
す
。
又
東
西
高
下
の
別
も
亦
た
三
あ
り
。
其
の
一
は
、

汧け
ん
げ
ん源
縣け
ん

の
西
自
り
沙さ

州し
ゅ
うに
至
る
。
二
は
、
開か
い
ふ
う封
縣け
ん

の
西
自
り
汧
源
縣
に
至
る
。
三
は
、
開
封
縣
の
東
自
り
滄
海
に
至
る
な
り
。
故
に
東
に
大
温
を

分
し
、
中
に
温
凉
兼
半
を
分
し
、
西
に
大
凉
を
分
す
。
大
温
の
分
は
、
其
の
寒
五
分
の
二
な
り
。
大
凉
の
分
は
其
の
熱
五
分
の
二
な
り
。
温
凉
の

分
外
、
温
凉
尤
も
極
め
、
變
じ
て
大た
い
け
ん暄
大た
い
か
ん寒
と
爲
る
な
り
。
約
其
の
大
凡
此
く
の
如
し
。
然
れ
ど
も
九
分
の
地
、
寒
は
東
北
に
極
ま
り
、
熱
は
西

南
に
極
ま
る
。
中
原
の
地
形
、
西
北
高
く
し
て
東
南
下
く
、
一
は
地
形
の
高
下
と
爲
り
、
故
に
寒
熱
同
じ
か
ら
ず
。
二
は
則
ち
陰
陽
の
氣
、
少
き

有
り
多
き
有
り
。
故
に
温
凉
の
異
を
表
す
る
の
み
」
と
。
又
曰
く
「
至
高
の
地
、冬
氣
常
在
り
。
至
下
の
地
、春
氣
常
在
り
」
と
。
注
に
云
ふ
「
高

山
の
巔

い
た
だ
き、

盛
夏
に
も
氷
雪
あ
り
。
川せ
ん

澤た
く

を
汚お

か下
し
、
嚴
冬
に
も
草
生
ず
。
常
在
の
義
、
明
ら
か
に
す
る
に
足
る
」
と
。『
淮
南
』（「
時
則
訓
」）
に

云
ふ
、「
南
の
か
た
委い

火か
え
ん
ふ
う

炎
風
の
野
に
至
り
、北
方
の
極
、凍と

う

寒か
ん
せ
き積

氷ひ
ょ
う、雪せ
つ

雹は
く

霜そ
う

霰せ
ん

有
り
て
、羣ぐ

ん

水す
い

の
野
に
漂

ひ
ょ
う

潤じ
ゅ
んす

」
と
。
又
（『
淮
南
子
』「
墜
形
訓
」）

曰
く
、「
南
方
に
不
死
の
草
有
り
、
北
方
に
不ふ

釋し
や
くの
氷
有
り
」
と
。

〔
語
釋
〕

○
素
問―

『
黄
帝
内
經
素
問
』
の
こ
と
。
○
素
問―
『
黄
帝
内
經
素
問
』「
五
常
政
大
論
」
に
同
文
あ
り
。
○
注
云―

『
黄
帝
内
經
素
問
』

「
五
常
政
大
論
」
に
「
高
下
謂
地
形
…
（
省
略
あ
り
）
…
氣
化
猶
然
矣
。（
高
下
は
地
形
を
謂
ひ
…
（
省
略
あ
り
）
…
氣
の
化
す
る
こ
と
猶
ほ
然
り
）」

と
あ
る
。
○
又
曰
、
東
南
方
陽
也
〜
下
者
気
熱
。―

『
黄
帝
素
問
』「
五
常
政
大
論
」
に
同
文
あ
り
。
○
注
云
、
以
氣
候
騐
之
〜
故
表
温
凉
之

異
爾
。―

『
黄
帝
素
問
』「
五
常
政
大
論
」
に
「
以
氣
候
騐
之
…
（
省
略
あ
り
）
…
故
表
温
凉
之
異
爾
。（
氣
候
を
以
て
之
を
験
す
る
に
…
（
省

略
あ
り
）
…
故
に
温
凉
の
異
を
表
す
る
の
み
。）」
と
あ
る
。
○
又
曰
、
至
高
之
地
〜
春
氣
常
在
。―

『
黄
帝
内
經
素
問
』「
五
常
政
大
論
」
に

同
文
あ
り
。
○
注
云
、
高
山
之
巔
〜
常
在
之
義
足
明
矣
。―

『
黄
帝
内
經
素
問
』「
五
常
政
大
論
」
に
同
文
あ
り
。
○
岐
伯―

黄
帝
の
臣
に

し
て
名
医
。
○
淮
南
云―

『
淮
南
子
』「
時
則
訓
」
に
「
南
至
委
火
炎
風
之
野
…
（
省
略
あ
り
）
…
漂
潤
羣
水
之
野
。（
南
の
か
た
委
火
炎
風
の

野
に
至
り
…
（
省
略
あ
り
）
…
羣
水
の
野
に
漂
潤
す
）」
と
あ
る
。
○
又
曰―
『
淮
南
子
』「
墜
形
訓
」
に
同
文
あ
り
。
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國
學
院
中
國
學
會
報　

第
六
十
一
輯 

一
〇
六

（
93
）（
94
）〈
焉
有
石
林　

何
獣
能
言
〉

言
天
下
何
所
有
石
木
之
林
、
林
中
有
獣
能
言
語
者
乎
。
禮
記
曰
、
猩
猩
能
言
、
不
離
禽
獣
也
。

〔
補
曰
〕
石
林
與
能
言
之
獣
、
各
指
一
物
、
非
必
林
中
有
此
獣
也
。
呉
都
賦
云
、
雖
有
石
林
之
岝
崿
、
請
攘
臂
而
靡
之
。
雖
有
雄
虺
之
、
九
首
將

抗
足
而
跐
之
。
注
引
天
問
云
、
焉
有
石
林
。
此
本
南
方
楚
圖
畫
、
而
屈
原
難
問
之
、
於
義
則
石
林
當
在
南
也
。
按
天
問
所
言
、
不
獨
南
方
之
物
。

但
呉
都
賦
以
石
林
與
雄
虺
同
稱
、
則
當
在
南
耳
。
天
對
云
、
石
胡
不
林
、
往
視
西
極
。
按
淮
南
云
、
西
方
之
極
、
石
城
金
室
。
未
見
石
林
所
出
也
。

爾
雅
曰
、
猩
猩
小
而
好
啼
。
山
海
經
鵲
山
有
獣
、
狀
如
禺
。
捷
類
獼
猴
、
被
髪
垂
地
、
名
曰
猩
猩
。
又
曰
、
猩
猩
知
人
名
、
其
爲
獣
如
豕
而
人
面
。

〔
訓
讀
文
〕

言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
天
下
何
れ
の
所
に
か
石
木
の
林
有
る
、
林
中
の
獣
能
く
言
語
す
る
者
有
る
か
。『
禮
記
』（
曲
禮
上
）
に
曰
く
、「
猩
し
ょ
う
じ
ょ
う猩
能
く
言

ふ
も
、
禽き
ん
じ
ゅ
う獣を
離
れ
ざ
る
な
り
」
と
。

〔
補
に
曰
く
〕
石
林
と
能
く
言
ふ
の
獣
と
、
各
お
の
一
物
を
指
し
、
必
ら
ず
し
も
林
中
に
此
の
獣
有
る
に
非
ざ
る
な
り
。「
呉
都
賦
」
に
云
ふ
、「
石

林
の
岝さ
く
が
く崿
有
り
と
雖
も
、
請
ふ
臂ひ
じ

を
攘は
ら

ひ
て
之
を
靡な
び

か
ん
こ
と
を
。
雄
虺
の
九
首
有
り
と
雖
も
、
將
に
足
を
抗あ

げ
て
之
を
跐ふ

ま
ん
と
す
」
と
。
注

（
劉り
ゆ
う
き逵
）
に
「
天
問
」
を
引
き
て
云
ふ
、「
焉
く
に
か
石
林
有
る
。
此
れ
本
と
南
方
楚
の
圖ず

が畫
に
し
て
屈
原
之
を
問
ふ
こ
と
難
し
。
義
に
於
い
て
則

ち
石
林
當
に
南
に
在
る
べ
き
な
り
」
と
。
按
ず
る
に
「
天
問
」
に
言
ふ
所
、
獨
り
南
方
の
物
の
み
な
ら
ず
。
但
だ
「
呉
都
賦
」
石
林
と
雄
虺
と
を

以
て
同
じ
く
稱
す
れ
ば
、則
ち
當
に
南
に
在
る
べ
き
の
み
。「
天
對
」に
云
ふ「
石
胡な

ん

ぞ
林
な
ら
ざ
ら
ん
。
往
き
て
西
極
を
視
る
」と
。
按
ず
る
に
、『
淮

南
』（「
時
則
訓
」）
に
云
ふ
、「
西
方
の
極
、
石
城
金
室
あ
り
」
と
。
未
だ
石
林
の
出
づ
る
所
を
見
ざ
る
な
り
。『
爾
雅
』
に
曰
く
、「
猩
猩
は
小
に

し
て
好
く
啼
く
」
と
。『
山
海
經
』（「
南
山
經
」）
に
「
鵲
山
に
獣
有
り
、
狀
は
禺
の
如
し
。
捷
き
こ
と
獼び
こ
う猴
に
類
し
、
被
髪
地
に
垂
る
、
名
づ
け

て
猩
猩
と
曰
ふ
」
と
。
又
（『
山
海
經
』「
海
内
南
經
」）
曰
く
、「
猩
猩
は
人
の
名
を
知
り
、
其
れ
獣
爲
る
こ
と
豕
の
如
く
し
て
人
面
な
り
」
と
。
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『
楚
辭
補
注
』
譯
注
稿
（
二
十
八
） 

一
〇
七

〔
語
釋
〕

○
石
林―
石
の
林
。
石
が
林
立
し
て
い
る
と
こ
ろ
。
○
禮
記
曰―

『
禮
記
』「
曲
禮
上
」
に
同
文
あ
り
。
○
呉
都
賦
曰―

『
六
臣
注
文
選
』

「
呉
都
賦
」
に
同
文
あ
り
。
○
注
引
天
問
云―

『
六
臣
注
文
選
』「
呉
都
賦
」
に
「
烏
有
石
林
。
此
本
南
方
楚
圖
畫
、
而
屈
原
難
問
之
、
於
義
則

石
林
當
在
南
也
。（
烏
く
に
か
石
林
有
る
。
此
れ
本
と
南
方
楚
の
圖ず

が畫
に
し
て
屈
原
之
を
問
ふ
こ
と
難
し
。
義
に
於
い
て
則
ち
石
林
當
に
南
に
在

る
べ
き
な
り
。）」
と
あ
る
。
○
爾
雅
曰―

『
爾
雅
』「
釋
鳥
」
に
同
文
あ
り
。
○
山
海
經
、鵲
山
有
獣―

『
山
海
經
』
に
同
文
を
確
認
で
き
ず
。

○
又
曰―

『
山
海
經
』「
海
内
南
經
」
に
同
文
あ
り
。
○
被
髪―

頭
髪
を
振
り
乱
す
。
髪
を
結
ば
ず
に
自
然
の
ま
ま
に
し
て
お
く
こ
と
。
又
、

其
の
髪
。
こ
こ
で
は
、
振
り
乱
し
た
髪
。『
史
記
』「
屈
原
賈
生
列
傳
」
に
「
屈
原
至
於
江
濱
、
被
髪
行
吟
澤
畔
。（
屈
原
江
濱
に
至
り
、
被
髪
し

て
澤
畔
に
行
吟
す
。）」
と
あ
る
。

（
95
）（
96
）〈
焉
有
虬
龍　

負
熊
以
遊
〉

有
角
曰
龍
、
無
角
曰
虬
。
言
寜
有
無
角
之
龍
、
負
熊
獣
以
遊
戲
者
乎
。

〔
補
曰
〕
虬
、見
騷
經
。
熊
形
類
大
豕
、而
性
輕
捷
、好
攀
縁
上
高
木
、見
人
則
顚
倒
自
投
地
而
下
。
天
對
云
、有
虬
蜲
蛇
、不
角
不
鱗
。
嬉
夫
玄
熊
、

相
待
以
神
。

〔
訓
讀
文
〕

角
有
る
を
龍
と
曰
ひ
、
角
無
き
を
虬
と
曰
ふ
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
寜
く
ん
ぞ
角
無
き
の
龍
、
熊
獣
を
負
ひ
て
以
て
遊
戲
す
る
者
有
る
か
。

〔
補
に
曰
く
〕
虬
は
、「
騷
經
」
に
見
ゆ
。
熊
の
形
は
大だ
い
し豕
の
類ご
と

く
に
し
て
、
性
輕け
い
し
ょ
う
捷
に
し
て
、
好
ん
で
攀は
ん
え
ん縁
し
て
高
木
に
上
り
、
人
を
見
れ
ば
則

ち
顚て
ん
と
う倒
し
自
ら
地
に
投
じ
て
下
る
。「
天
對
」
に
云
ふ
、「
虬
有
り
て
蜲い

蛇い

た
り
。
角
あ
ら
ず
鱗
あ
ら
ず
。
夫
の
玄げ
ん

熊ゆ
う

を
嬉
ば
し
め
て
相
待
ち
て
以

て
神
な
り
」
と
。
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國
學
院
中
國
學
會
報　

第
六
十
一
輯 

一
〇
八

〔
語
釋
〕

○
虬
龍―
み
づ
ち
。
本
稿
第
四
十
輯『
楚
辭
補
注
』譯
注
稿（
七
）を
見
よ
。『
楚
辭
集
注
』で
は「
龍
虬
」に
作
る
。
○
輕
捷―

す
ば
や
い
こ
と
。

敏
捷
。
○
攀
縁―

よ
じ
登
る
。
○
天
對
云―

柳
宗
元
「
天
對
」
に
同
文
あ
り
。
○
蜲
蛇―

う
ね
り
行
く
さ
ま
。
斜
に
行
く
さ
ま
。

（
97
）（
98
）〈
雄
虺
九
首　

儵
忽
焉
在
〉

虺
、
蛇
別
名
也
。
儵
忽
、
電
光
也
。
言
有
雄
虺
、
一
身
九
頭
、
速
及
電
光
。
皆
何
所
在
乎
。
一
無
速
字
。

〔
補
曰
〕
虺
、許
偉
切
。
國
語
云
、爲
虺
弗
摧
、爲
蛇
將
若
何
。
虺
、小
蛇
也
。
然
爾
雅
云
、蝮
虺
博
三
寸
、首
大
如
擘
。
則
虺
亦
有
大
者
、其
類
不
一
。

招
魂
、
南
方
曰
、
雄
虺
九
首
、
往
来
儵
忽
。
儵
忽
、
疾
急
貌
。
天
對
曰
、
儵
忽
之
居
、
帝
南
北
海
。
注
云
、
儵
忽
、
在
莊
子
甚
明
。
王
逸
以
爲
電
、

非
也
。
按
莊
子
云
、
南
海
之
帝
爲
儵
、
北
海
之
帝
爲
忽
。
乃
寓
言
爾
。
不
當
引
以
爲
證
。

〔
訓
讀
文
〕

虺
は
、
蛇
の
別
名
な
り
。
儵
忽
は
、
電
光
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
雄
虺
有
り
、
一
身
九
頭
に
し
て
、
速
き
こ
と
電
光
に
及
ぶ
。
皆
何
れ
の
所
に

在
る
か
。
一
に
速
の
字
無
し
。

〔
補
に
曰
く
〕「
虺
は
、
許
偉
の
切
。『
國
語
』
に
云
ふ
、「
虺
摧く

だ

け
ず
と
爲
し
、
蛇
將
に
若
何
と
爲
す
」
と
。
虺
は
、
小
蛇
な
り
。
然
る
に
『
爾
雅
』

に
云
ふ
、「
蝮ふ
く
き虺

は
博
さ
三
寸
、
首
の
大
き
さ
擘は
く

の
如
し
」
と
。
則
ち
虺
も
亦
た
大
な
る
者
有
り
、
其
の
類
一
な
ら
ず
。「
招
魂
」
の
南
方
に
曰
く

「
雄
虺
九
首
に
し
て
、
往
来
儵
忽
た
り
」
と
。
儵
忽
は
、
疾
急
の
貌
。「
天
對
」
に
曰
く
、「
儵
忽
の
居
、
南
北
海
に
帝
た
り
」
と
。
注
に
云
ふ
、「
儵

忽
は
、『
莊
子
』
に
在
り
て
甚
だ
明
ら
か
な
り
。
王
逸
以
て
電
と
爲
す
は
、
非
な
り
」
と
。
按
ず
る
に
『
莊
子
』
に
云
ふ
、「
南
海
の
帝
儵
と
爲
り
、

北
海
の
帝
忽
と
爲
る
」
と
。
乃
ち
寓ぐ
う
げ
ん言
な
る
の
み
。
當
に
引
き
て
以
て
證
と
爲
す
べ
か
ら
ず
。
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一
〇
九

〔
語
釋
〕

○
雄
虺―
雄
蛇
の
こ
と
。
○
儵
忽―

疾
急
の
貌
。
柳
宗
元
が
「
天
對
」
の
中
で
『
莊
子
』
の
「
儵
は
南
海
の
帝
、
忽
は
北
海
の
帝
」
に
因
る

と
す
る
の
は
、
寓
言
に
す
ぎ
な
い
と
洪
興
祖
は
い
う
。
○
國
語
云―

『
國
語
』「
呉
語
」
に
同
文
あ
り
。
○
爾
雅
云―

『
爾
雅
』「
釋
木
」
に

同
文
あ
り
。
○
招
魂―

「
招
魂
」
に
「
南
方
（
…
（
省
略
あ
り
）
…
）
雄
虺
九
首
、
往
来
儵
忽
。（
南
方
に
は
…
（
省
略
あ
り
）
…
雄
虺
九
首

に
し
て
、
往
来
儵
忽
た
り
。）」
と
あ
る
。
○
天
對
曰―

柳
宗
元
「
天
對
」
に
同
文
あ
り
。
○
注
云―

柳
宗
元
「
天
對
」
に
同
文
あ
り
。
○
莊

子
云―

『
莊
子
』「
應
帝
王
」
に
同
文
あ
り
。

〔
本
文
〕

（
99
）
何
所
不
死　
　
　

何
の
所
か
死
せ
ざ
る
、

（
100
）
長
人
何
守　
　
　

長
人
何
を
か
守
る
。

（
101
）
靡
蓱
九
衢　
　
　

靡び

蓱へ
い

九き
ゅ
う
く衢
な
る
、

（
102
）
枲
華
安
居　
　
　

枲し

華か

は
安
く
に
か
居
る
。

（
103
）
一
蛇
吞
象　
　
　

一
蛇 

象
を
呑
む
、

（
104
）
厥
大
何
如　
　
　

厥そ

の
大
い
さ
何
如
。

（
105
）
黑
水
玄
趾　
　
　

黑
水
と
玄げ
ん

趾し

と
、

（
106
）
三
危
安
在　
　
　

三
危
と
は
安
く
に
在
り
や
。

（
107
）
延
年
不
死　
　
　

年
を
延
べ
て
死
せ
ず
、

（
108
）
壽
何
所
止　
　
　

壽
は
何
く
に
止
ま
る
所
ぞ
。

（
109
）
鯪
魚
何
所　
　
　

鯪
り
ょ
う
ぎ
ょ魚は
何
れ
の
所
ぞ
、
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〇

（
110
）
鬿
堆
焉
處　
　
　

鬿き

堆た
い

は
焉
れ
の
所
ぞ
。

〔
通
釋
〕

ど
こ
に
不
死
の
国
は
あ
る
の
か
。
長
人
は
何
を
守
っ
て
い
る
の
か
。
枝
の
た
く
さ
ん
分
か
れ
出
た
靡
蓱
や
、
枲
華
は
、
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

あ
る
蛇
は
象
を
呑
む
と
い
う
が
、
そ
の
大
き
さ
は
ど
れ
ほ
ど
か
。
黒
水
や
玄
趾
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
長
生
き
し
て
死
な
な
い
と
い
う
が
、
寿
命

は
ど
の
く
ら
い
で
止
ま
る
の
だ
ろ
う
か
。
鯪
魚
は
ど
こ
に
い
る
の
か
。
鬿
堆
は
ど
こ
に
い
る
の
か
。

〔
洪
興
祖
補
注
〕

（
99
）（
100
）〈
何
所
不
死　

長
人
何
守
〉

括
地
象
曰
、
有
不
死
之
國
、
長
人
、
長
狄
。
春
秋
云
、
防
風
氏
也
、
禹
會
諸
侯
、
防
風
氏
後
至
、
于
是
使
守
封
嵎
之
山
也
。
一
云
、
何
所
不
老
。

〔
補
曰
〕
山
海
經
、
不
死
民
在
交
脛
國
東
、
其
人
黒
色
、
夀
不
死
。
注
云
、
圎
丘
上
有
不
死
樹
、
食
之
乃
壽
、
有
赤
水
、
飲
之
不
老
。
又
大
荒
之

山
、
日
月
所
入
、
有
人
三
面
、
一
臂
奇
右
、
其
人
不
死
。
淮
南
曰
、
西
方
之
極
、
石
城
金
室
、
飲
氣
之
民
、
不
死
之
野
。
國
語
、
仲
尼
曰
、
昔
禹

致
群
神
於
會
稽
之
山
、
防
風
氏
後
至
、
禹
殺
而
戮
之
、
其
骨
節
專
車
。
又
曰
、
山
川
之
守
、
足
以
綱
紀
天
下
者
、
其
守
爲
神
。
客
曰
、
防
風
氏
何

守
也
。
仲
尼
曰
、
汪
芒
氏
之
君
、
守
封
・
嵎
之
山
者
也
。
爲
漆
姓
、
在
虞
・
夏
・
商
爲
汪
芒
氏
、
於
周
爲
長
狄
、
今
爲
大
人
。
客
曰
、
人
長
之
極

幾
何
。
仲
尼
曰
、
長
者
不
過
十
之
、
數
之
極
也
。
注
云
、
十
之
三
丈
、
則
防
風
氏
也
。
今
湖
州
武
康
縣
東
有
防
風
山
、
山
東
二
百
歩
有
禹
山
、
防

風
廟
在
封
禺
二
山
之
間
。
榖
梁
、
文
公
十
一
年
、
叔
孫
、
得
臣
、
敗
狄
于
鹹
。
長
狄
也
。
射
其
目
、
身
橫
九
畝
。

100　楚辞補注訳注稿（28）.indd   一一〇100　楚辞補注訳注稿（28）.indd   一一〇 2016/03/04   19:49:472016/03/04   19:49:47



『
楚
辭
補
注
』
譯
注
稿
（
二
十
八
） 

一
一
一

〔
訓
讀
文
〕

『（
河
圖
）
括
地
象
』
に
曰
く
、「
不
死
の
國
有
り
、
長
人
、
長
狄
な
り
」
と
。『
春
秋
』
に
云
ふ
、「
防
風
氏
な
り
。
禹
、
諸
侯
を
會
せ
し
と
き
、

防
風
氏
後
れ
て
至
る
。
是
に
于
て
封
嵎
の
山
を
守
ら
し
む
」
と
。
一
に
云
ふ
、「
何
所
不
老
」
と
。

〔
補
に
曰
く
〕『
山
海
經
』（
海
外
南
經
）
に
、「
不
死
の
民
、交
脛
國
の
東
に
在
り
、其
の
人
黒
色
、壽
に
し
て
死
せ
ず
」
と
。
注
（
郭
璞
）
に
云
ふ
、「
圓

丘
の
山
有
り
、上
に
不
死
の
樹
有
り
。
之
を
食
へ
ば
乃
ち
壽
な
り
。
亦
た
赤
水
有
り
、之
を
飲
め
ば
老
い
ず
」と
。
又
、「
大
荒
の
山
、日
月
の
入
る
所
、

人
有
り
三
面
、
一
臂
奇
右
、
其
の
人
死
せ
ず
」
と
。『
淮
南
』（
時
則
訓
）
に
曰
く
、「
西
方
の
極
自
り
流
砂
・
沈
羽
を
絶
ぎ
、
石
城
金
室
、
飮
気

の
民
、
不
死
の
野
」
と
。『
国
語
』（
魯
語
下
）
に
、「
仲
尼
曰
く
、「
昔 

禹 

群
神
を
會
稽
の
山
に
致
せ
し
と
き
、
防
風
氏
後
れ
て
至
る
。
禹 

殺
し

て
之
を
戮
す
。
其
の
骨
節 

車
を
専
ら
に
す
」
と
。
又
曰
く
、「
山
川
の
守
、
以
て
天
下
を
綱
紀
す
る
に
足
る
者
、
其
の
守
を
神
を
爲
す
」
と
。
客

曰
く
、「
防
風
氏
は
何
の
守
ぞ
や
」
と
。
仲
尼
曰
く
、「
汪
芒
氏
の
君
な
り
。
封
・
嵎
の
山
を
守
り
し
者
な
り
。
漆
姓
爲
り
。
虞
・
夏
・
商
に
在
り

て
は
汪
芒
氏
と
爲
し
、
周
に
於
て
は
長
狄
と
爲
し
、
今
は
大
人
と
爲
す
」
と
。
客
曰
く
、「
人
の
長
の
極
は
幾
何
ぞ
」
と
。
仲
尼
曰
く
、「
長
た
け
た
かき
者

も
之
を
十
に
す
る
に
過
ぎ
ず
。
數
の
極
な
り
」
と
」
と
。
注
に
云
ふ
、「
十
の
三
丈
は
則
ち
防
風
氏
な
り
。
今
、湖
州
武
康
縣
の
東
に
防
風
山
有
り
。

山
の
東
二
百
歩
に
禹
山
有
り
。
防
風
廟
は
封
禺
二
山
の
閒
に
在
り
」
と
。『
穀
梁
』
文
公
十
一
年
に
、「
叔
孫
、
臣
を
得
、
狄
を
鹹
に
敗
る
。
長
狄

な
り
。
其
の
目
を
射
る
に
、
身
九
畝
に
横
に
す
」
と
。

〔
語
釋
〕

○
括
地
象
曰―

佚
文
。○
長
人―

古
代
の
蛮
夷
の
国
の
名
。○
長
狄―
古
の
北
狄
の
一
種
。身
長
が
百
尺
あ
る
と
い
う
。『
春
秋
公
羊
電
』「
文

公
十
一
年
」に「
冬
十
月
甲
午
、叔
孫
得
臣
敗
狄
于
鹹
。狄
者
何
。長
狄
也
。（
冬
十
月
甲
午
、叔
孫
得
臣
、狄
を
鹹
に
敗
る
。狄
は
何
ぞ
。長
狄
な
り
。）」

と
あ
る
。
○
春
秋
云―

こ
こ
の
一
節
は
『
春
秋
』
の
経
文
及
び
「
三
伝
」
に
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、『
史
記
』「
孔
子
世
家
」
に
「
仲
尼
曰
、

「
禹
致
群
神
於
會
稽
山
、
防
風
氏
後
至
、
禹
殺
而
戮
之
、
其
節
專
車
、
此
爲
大
矣
。（
仲
尼
曰
く
、「
禹 

群
神
を
會
稽
山
に
致
し
し
と
き
、
防
風
氏
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後
れ
て
至
り
、
禹
殺
し
て
之
を
戮
せ
り
、
其
の
節
車
を
専
ら
に
せ
り
、
此
を
大
な
り
と
爲
す
。」）」
と
あ
る
。
○
防
風
氏―

夏
の
諸
侯
。
禹
が

天
下
を
平
ら
げ
諸
侯
を
会
稽
に
会
し
た
時
に
後
れ
て
来
た
た
め
禹
に
誅
せ
ら
る
。
○
封
嵎―

封
・
嵎
は
、
ど
ち
ら
も
山
の
名
。
今
、
封
山
・
嵎

山
の
二
山
に
分
ち
、
封
山
は
浙
江
省
武
康
縣
の
東
、
嵎
山
は
縣
の
東
南
。『
説
文
解
字
』
に
「
嵎
、
封
嵎
之
山
、
在
吳
楚
之
閒
、
汪
芒
之
國
。（
嵎
、

封
嵎
の
山
、
吳
楚
の
閒
、
汪
芒
の
國
に
在
り
。）」
と
あ
る
。
○
山
海
經―

『
山
海
經
』「
海
外
南
經
」
に
「
交
脛
國
在
其
東
、
其
爲
人
交
脛
。

一
曰
在
穿
匈
東
。
不
死
民
在
其
東
、
其
為
人
黑
色
、
壽
、
不
死
。
一
曰
在
穿
匈
國
東
。（
交
脛
國
は
其
の
東
に
在
り
、
其
の
人
と
爲
り
は
脛
を
交

ふ
。
一
に
穿
匈
の
東
に
在
り
と
曰
ふ
。
不
死
の
民
は
其
の
東
に
在
り
、
其
の
人
と
爲
り
は
黑
色
、
壽
に
し
て
、
不
死
な
り
。
一
に
穿
匈
國
の
東
に

在
り
と
曰
ふ
。）」
と
あ
る
。
○
交
脛
國―

脛
が
ま
が
っ
て
相
交
わ
っ
た
人
の
棲
む
国
。
○
一
臂―

片
方
の
ひ
じ
。
○
淮
南
曰―

『
淮
南
子
』

「
時
則
訓
」
に
「
西
方
之
極
、
自
昆
侖
絕
流
沙
・
沈
羽
、
西
至
三
危
之
國
、
石
城
金
室
飲
氣
之
民
、
不
死
之
野
。（
西
方
の
極
は
、
昆
侖
自
り
流
沙
・

沈
羽
を
絕
ぎ
、西
の
か
た
三
危
の
國
、石
城
金
室
飲
氣
の
民
、不
死
の
野
に
至
る
。）」
と
あ
る
。
○
國
語
…
『
國
語
』「
魯
語
下
」
に
「
仲
尼
曰
、「
丘

聞
之
、
昔
禹
致
群
神
于
會
稽
之
山
、
防
風
氏
後
至
、
禹
殺
而
戮
之
、
其
骨
節
專
車
。
此
爲
大
矣
。」
客
曰
、「
敢
問
誰
守
爲
神
。」
仲
尼
曰
、「
山
川

之
靈
、
足
以
紀
綱
天
下
者
、
其
守
爲
神
、
社
稷
之
守
者
、
爲
公
侯
。
皆
屬
于
王
者
。」
客
曰
、「
防
風
何
守
也
。」
仲
尼
曰
、「
汪
芒
氏
之
君
也
、
守

封
嵎
之
山
者
也
、
爲
漆
姓
。
在
虞
・
夏
・
商
爲
汪
芒
氏
、
于
周
爲
長
狄
、
今
爲
大
人
。」
客
曰
、「
人
長
之
極
幾
何
。」
仲
尼
曰
、「
僬
僥
氏
長
三
尺
、

短
之
至
也
。
長
者
不
過
十
之
、
數
之
極
也
。（
仲
尼
曰
、「
丘
之
を
聞
く
、
昔
禹
群
神
を
會
稽
の
山
に
致
し
し
と
き
、
防
風
氏
後
れ
て
至
り
、
禹
殺

し
て
之
を
戮
す
、
其
の
骨
節
は
車
を
専
ら
に
す
。
此
を
大
な
り
と
爲
す
」
と
。
客
曰
く
、「
敢
て
問
ふ
誰
の
守
を
か
神
と
爲
す
」
と
。
仲
尼
曰
く
、

「
山
川
の
靈
、
以
て
天
下
を
紀
綱
す
る
に
足
る
者
は
、
其
の
守
を
神
と
爲
す
、
社
稷
の
守
る
者
を
、
公
侯
と
爲
す
。
皆
王
者
に
屬
す
」
と
。
客
曰
く
、

「
防
風
は
何
の
守
ぞ
」
仲
尼
曰
く
、「
汪
芒
氏
の
君
に
し
て
、
封
嵎
の
山
を
守
る
者
な
り
、
漆
姓
爲
り
。
虞
・
夏
・
商
に
在
り
て
は
汪
芒
氏
と
爲
し
、

周
に
于
て
は
長
狄
と
爲
し
、
今
は
大
人
と
爲
す
」
と
。
客
曰
く
、「
人
の
長
の
極
は
幾
何
ぞ
」
と
仲
尼
曰
く
、「
僬

し
ょ
う

僥ぎ
ょ
う

氏
の
長
は
三
尺
、
短
の
至

な
り
。
長
き
者
も
之
を
十
に
す
る
に
過
ぎ
ざ
る
は
、
數
の
極
な
れ
ば
な
り
」
と
。）」
と
あ
る
。
○
汪
芒―

古
の
国
名
。『
史
記
』「
孔
子
世
家
」

で
は
「
汪
罔
」
に
作
る
。
○
榖
梁
、文
公
十
一
年―

『
春
秋
穀
梁
傳
』「
文
公
十
一
年
」
に
、「
叔
孫
得
臣
敗
狄
於
鹹
。
不
言
帥
師
而
言
敗
、何
也
。

直
敗
一
人
之
辭
也
。
一
人
而
曰
敗
、
何
也
。
以
眾
焉
言
之
也
。
傳
曰
、
長
狄
也
、
弟
兄
三
人
、
佚
宕
中
國
、
瓦
石
不
能
害
。
叔
孫
得
臣
、
最
善
射

者
也
。
射
其
目
、
身
橫
九
畝
。（
叔
孫 

臣
を
得
て
狄
を
鹹
に
敗
る
。
師
を
帥
ゐ
る
と
言
は
ず
し
て
敗
る
と
言
ふ
は
、
何
ぞ
や
。
直
だ
一
人
に
敗
る
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『
楚
辭
補
注
』
譯
注
稿
（
二
十
八
） 

一
一
三

る
の
辭
な
り
。
一
人
に
し
て
敗
る
る
と
曰
ふ
は
、
何
ぞ
や
。
焉
を
眾
に
す
る
を
以
て
之
を
言
ふ
な
り
。
傳
に
曰
く
、
長
狄
な
り
、
弟
兄
三
人
、
中

國
を
佚
害
し
、瓦
石
に
し
て
害
す
る
能
は
ず
。
叔
孫
得
臣
は
、最
も
射
を
善
く
す
る
者
な
り
。
其
の
目
を
射
る
に
、身
九
畝
に
橫
に
す
。）」
と
あ
る
。

（
101
）（
102
）〈
靡
蓱
九
衢　

枲
華
安
居
〉

九
交
道
曰
衢
。
言
寧
有
蓱
草
、
生
於
水
上
無
根
、
乃
蔓
衍
於
九
交
之
道
、
又
有
枲
麻
垂
草
華
榮
、
何
所
有
此
物
乎
。
蓱
、
一
作
荓
。

〔
補
曰
〕
此
謂
靡
蓱
與
枲
華
皆
安
在
也
。
爾
雅
萍
蓱
注
云
、
水
中
浮
蓱
也
。
山
海
經
曰
、
宣
山
上
有
桑
焉
、
其
枝
四
衢
。（
四
原
作
曰
、
據
山
海
經

改
。）
注
云
、
枝
交
互
四
出
。
又
少
室
之
山
有
木
、
名
帝
休
、
其
枝
五
衢
。
注
云
、
言
樹
枝
交
錯
、
相
重
五

、
有
象
路
衢
。
天
對
云
、
有
蓱
九
岐
、

厥
圖
以
詭
。
注
云
、
衢
、
歧
也
。
逸
以
爲
生
九
衢
中
、
恐
謬
。
魏
都
賦
云
、
尋
靡
蓱
於
中
逵
。
盖
用
逸
說
也
。
李
善
云
、
靡
、
蔓
也
。
枲
、
相
里

切
。
爾
雅
、
有
枲
麻
、
麻
有
子
曰
枲
。
天
對
云
、
浮
山
孰
産
。
赤
華
伊
枲
。
引
山
海
經
、
浮
山
有
草
焉
、
其
葉
如
麻
。
赤
華
、
即
枲
華
也
。

〔
訓
讀
文
〕

九
交
道
を
衢
を
曰
ふ
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
寧
ぞ
蓱
草
水
上
に
生
じ
て
根
無
く
、
乃
ち
九
交
の
道
に
蔓
衍
す
る
こ
と
有
る
。
又
、
枲
麻
有
り
て
草
の

華
榮
を
垂
る
。
何
れ
の
所
に
か
此
の
物
有
る
か
。
蓱
は
、
荓へ
い

に
作
る
。

〔
補
に
曰
く
〕
此
れ
靡
蓱
と
枲
華
皆
安
く
に
か
在
る
と
謂
ふ
な
り
。『
爾
雅
』（
釋
草
）
の
萍
蓱
に
注
に
云
ふ
、「
水
中
の
浮
蓱
な
り
」
と
。『
山
海
經
』

（
中
山
經
）
に
曰
く
、「
宣
山
の
上
に
桑
有
り
、其
の
枝
四
衢
（
四
は
原
と
曰
に
作
る
。『
山
海
經
』
に
據
り
て
改
む
。）」
と
。
注
（
郭
璞
）
に
云
ふ
、

「
枝
交
互
し
て
四
に
出
づ
」
と
。
又
（
中
山
經
）、「
少
室
の
山
に
木
有
り
、
名
は
帝
休
、
其
の
枝
五
衢
」
と
。
注
に
言
ふ
、「
言
ふ
こ
こ
ろ
は
樹
の

枝
交
錯
し
相
重
な
り
て
五
に
出
づ
。
路
衢
に
象
る
有
り
」
と
。「
天
對
」
に
云
ふ
、「
蓱
の
九
岐
有
り
、厥
の
圖
以
て
詭
れ
り
」
と
。
注
に
言
ふ
、「
衢

は
、
岐
な
り
。
逸
以
て
九
衢
の
中
に
生
ず
と
爲
す
は
、
恐
ら
く
は
謬
れ
り
」
と
。「
魏
都
賦
」（『
文
選
』
卷
八
）
に
云
ふ
、「
靡
蓱
を
中
逵
に
尋
ぬ
」

と
。
盖
し
逸
說
を
用
ひ
し
な
ら
ん
。
李
善
云
ふ
、「
靡
は
、
蔓
な
り
」
と
。
枲
は
、
相
里
の
切
。『
爾
雅
』（
釋
草
）
に
、「
枲
麻
有
り
、
麻
に
子
有

る
を
枲
と
曰
ふ
」
と
。
天
對
に
云
ふ
、「
浮
山
孰
か
産
す
る
。
赤
華
は
伊
れ
枲
な
る
」
と
。「『
山
海
經
』（
西
山
經
）
に
、
浮
山
に
草
有
り
、
其
の
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四

葉
麻
の
如
し
」
を
引
く
。
赤
華
は
、
即
ち
枲
華
な
り
。

〔
語
釋
〕

○
靡
蓱―

な
が
れ
漂
う
浮
草
。
こ
こ
が
初
出
か
。
○
枲
華―

か
ら
む
し
。
大
麻
の
、
実
の
出
来
な
い
も
の
。
茎
の
皮
か
ら
繊
維
を
と
っ
て
織

物
の
原
料
と
す
る
。
こ
こ
が
初
出
か
。
○
枲
麻―

あ
さ
。
ま
た
、
そ
れ
か
ら
採
っ
た
繊
維
。
枲
華
か
ら
と
れ
た
繊
維
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
○
爾

雅
萍
蓱
注
云―

『
爾
雅
』「
釋
草
」
に
同
文
あ
り
。
○
山
海
經
曰―

『
山
海
經
』「
中
山
經
」
に
「
又
東
五
十
五
里
、
曰
宣
山
。（
中
略
）
其

上
有
桑
焉
、
大
五
十
尺
、
其
枝
四
衢
。（
又
東
五
十
五
里
に
、
宣
山
と
曰
ふ
。（
中
略
）
其
の
上
に
桑
有
り
、
大
な
る
こ
と
五
十
尺
、
其
の
枝
四
衢
）」

と
あ
る
。
郭
璞
注
に
「
言
枝
交
互
四
出
。（
枝
交
互
し
て
四
に
出
づ
と
言
ふ
）」
と
あ
る
。
○
又―

『
山
海
經
』「
中
山
經
」
に
「
又
東
五
十
里
、

曰
少
室
之
山
、
百
草
木
成
囷
。
其
上
有
木
焉
、
其
名
曰
帝
休
、
葉
狀
如
楊
、
其
枝
五
衢
、
黃
華
黑
實
、
服
者
不
怒
。（
又
東
五
十
里
に
、
少
室
の

山
と
曰
ふ
、
百
の
草
木
囷
を
成
す
。
其
の
上
に
木
有
り
、
其
の
名
を
帝
休
と
曰
ふ
、
葉
の
狀
は
楊
の
如
し
、
其
の
枝
五
衢
、
黃
の
華
黑
の
實
、
服

す
る
者
は
怒
ら
ず
）」
と
あ
る
。
○
天
對
云―
柳
宗
元
「
天
對
」
に
同
文
あ
り
。
○
注
言―

柳
宗
元
「
天
對
」
で
は
、「
逸
」
を
「
王
逸
」
に

作
る
。
○
魏
都
賦
云―

『
六
臣
注
文
選
』「
魏
都
賦
」に
同
文
あ
り
。
李
善
注
も
ま
た
同
文
あ
り
。
○
天
對
云―

柳
宗
元「
天
對
」に
同
文
あ
り
。

「
引
山
海
經
」
以
降
は
そ
の
注
釈
で
あ
る
。

（
103
）（
104
）〈
一
蛇
吞
象　

厥
大
何
如
〉

山
海
經
云
、
南
方
有
靈
蛇
、
吞
象
。
三
年
然
後
出
其
骨
。
一
或
作
靈
、
大
或
作
骨
。

〔
補
曰
〕
山
海
經
、
南
海
内
有
巴
蛇
、
身
長
百
㝷
、
其
色
青
黃
赤
黒
、
食
象
、
三
歳
而
出
其
骨
、
君
子
服
之
、
無
心
腹
疾
、
在
犀
牛
西
也
。
注
云
、

今
南
方
蚺
蛇
、
亦
吞
鹿
、
消
盡
、
乃
自
絞
於
樹
。
腹
中
骨
皆
穿
鱗
甲
間
出
、
亦
此
類
也
。
楊
大
年
云
、
逸
注
楚
詞
、
多
不
原
所
出
。
或
引
淮
南
子
、

而
劉
安
所
引
、
亦
本
山
海
經
。
其
注
巴
蛇
事
、
文
句
頗
謬
戾
、
乃
知
、
逸
憑
它
書
、
不
親
見
山
海
經
也
。
吳
都
賦
云
、
屠
巴
蛇
、
出
象
骼
。
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一
五

〔
訓
讀
文
〕

『
山
海
經
』（
海
内
南
經
）
に
云
ふ
、「
南
方
に
靈
蛇
有
り
、象
を
呑
む
。
三
年
に
し
て
然
る
後
に
其
の
骨
を
出
だ
す
」
と
。
一
は
或
い
は
靈
に
作
り
、

大
は
或
い
は
骨
に
作
る
。

〔
補
に
曰
く
〕『
山
海
經
』（
海
内
南
經
）
に
、「
南
海
の
内
に
巴
蛇
有
り
、
身
の
長
百

、
其
の
色
青
黃
赤
黒
、
象
を
食
ひ
、
三
歳
に
し
て
其
の
骨

を
出
だ
す
。
君
子
之
を
服
さ
ば
、
心
腹
の
疾
無
し
、
犀
牛
の
西
に
在
る
な
り
」
と
。
注
（
郭
璞
）
に
云
ふ
、「
今
南
方
の
蚺ぜ

ん

蛇だ

、
亦
鹿
を
呑
み
、

消
盡
す
れ
ば
、
乃
ち
自
ら
樹
に
絞
す
。
腹
中
の
骨
は
皆
鱗
甲
の
間
を
穿
ち
て
出
づ
、
亦
此
の
類
な
り
」
と
。
楊
大
年
云
ふ
、「
逸
『
楚
詞
』
に
注

せ
し
と
き
、
多
く
は
出
づ
る
所
を
原
ね
ず
。
或
い
は
『
淮
南
子
』
を
引
き
、
而
し
て
劉
安
引
く
所
、
亦
た
『
山
海
經
』
に
本
づ
く
。
其
の
巴
蛇
の

事
を
注
す
る
に
、
文
句
頗
る
謬
戾
あ
り
、
乃
ち
知
る
、
逸 

它
の
書
に
憑
り
て
、
親
ら
は
『
山
海
經
』
を
見
ざ
る
な
り
。
吳
都
賦
に
云
ふ
、「
巴
蛇

を
屠
り
、
象
骼
を
出
だ
す
」
と
」
と
。

〔
語
釋
〕

○
山
海
經
云―

『
山
海
經
』「
海
内
南
經
」
に
「
巴
蛇
食
象
、三
歳
而
出
其
骨
、君
子
服
之
無
心
腹
之
疾
。
其
爲
蛇
青
黃
赤
黑
。
一
曰
黑
蛇
青
首
、

在
犀
牛
西
。（
巴
蛇
は
象
を
食
ふ
、
三
歳
に
し
て
其
の
骨
を
出
す
、
君
子
之
を
服
さ
ば
心
腹
の
疾
無
し
。
其
の
蛇
と
爲
り
は
青
黄
赤
黑
な
り
。
一

に
黑
蛇
青
首
、
犀
牛
の
西
に
在
り
）」
と
あ
る
。「
其
爲
蛇
青
黃
赤
黑
」
と
は
、
蛇
の
文
様
が
色
鮮
や
か
な
こ
と
。
○
山
海
經―

『
山
海
經
』「
海

内
南
經
」
に
前
と
同
じ
文
あ
り
。
○
注
云―

前
の
『
山
海
經
』「
海
内
南
經
」
の
文
の
郭
璞
の
注
に
、「
今
南
方
蚺
蛇
、
亦
吞
鹿
、
鹿
已
爛
、
自

絞
於
樹
。
腹
中
骨
皆
穿
鱗
甲
間
出
、
亦
此
類
也
。（
今
南
方
の
蚺
蛇
、
亦
鹿
を
呑
む
、
鹿
已
に
爛
れ
、
自
ら
樹
に
絞
す
。
腹
中
の
骨
は
皆
鱗
甲
の

間
を
穿
ち
て
出
づ
、亦
此
の
類
な
り
）」
と
あ
る
。
○
楊
大
年
云―

「
楊
大
年
」
は
宋
の
楊
億
の
こ
と
。
大
年
は
字
。
こ
こ
の
文
章
は
出
典
不
明
。

○
吳
都
賦
云―

『
六
臣
注
文
選
』「
吳
都
賦
」
に
同
文
あ
り
。
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（
105
）（
106
）〈
黑
水
玄
趾　

三
危
安
在
〉

玄
趾
・
三
危
、
皆
山
名
也
。
在
西
方
。
黑
水
出
崑
崙
山
也
。
趾
、
一
作
沚
。

〔
補
曰
〕
言
黒
水
・
玄
趾
・
三
危
、
皆
安
在
也
。
書
曰
、
道
黒
水
至
于
三
危
、
入
于
南
海
。
張
揖
云
、
三
危
山
在
鳥
鼠
西
、
黒
水
出
其
南
。
天
對
云
、

黒
水
淫
淫
、窮
于
不
姜
。
玄
趾
則
北
、三
危
則
南
。
西
京
賦
云
、昆
明
靈
沼
、黒
水
玄
阯
。
言
昆
明
靈
沼
、取
象
於
黒
水
・
玄
阯
也
。
李
善
云
、黒
水
・

玄
阯
、
謂
昆
明
靈
沼
之
水
沚
。
非
是
。

〔
訓
讀
文
〕

玄
趾
・
三
危
は
、
皆
山
名
な
り
。
西
方
に
在
り
。
黑
水
は
崑
崙
山
よ
り
出
づ
る
な
り
。
趾
は
、
一
に
沚
に
作
る
。

〔
補
に
曰
く
〕
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
黒
水
・
玄
趾
・
三
危
は
、
皆
安
く
に
在
り
や
。『
書
』（
禹
貢
）
に
曰
く
、「
黒
水
を
道
き
て
三
危
に
至
り
、
南
海

に
入
る
」
と
。
張
揖
云
ふ
、「
三
危
山
は
鳥
鼠
の
西
に
在
り
て
、
黒
水
其
の
南
に
出
づ
」
と
。
天
對
に
云
ふ
、「
黒
水
淫
淫
と
し
て
、
不
姜
を
窮
む
。

玄
趾
は
則
ち
北
、
三
危
は
則
ち
南
」
と
。
西
京
賦
に
云
ふ
、「
昆
明
の
靈
沼
、
黒
水
の
玄
阯
」
と
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
昆
明
の
靈
沼
、
象
を
黒
水
・

玄
阯
に
取
る
な
り
。
李
善
云
ふ
、「
黒
水
・
玄
阯
は
、
昆
明
の
靈
沼
の
水
沚
を
謂
ふ
」
と
。
是
に
非
ず
。

〔
語
釋
〕

○
書
曰―

『
書
經
』「
禹
貢
」
に
同
文
あ
り
。
○
張
揖―

後
漢
、
淸
河
の
人
。
字
は
稚
譲
。
官
は
太
和
中
の
博
士
。
そ
の
著
、『
埤
蒼
』・『
古

今
字
詁
』
は
既
に
佚
し
、『
廣
雅
』
が
存
し
て
い
る
。
こ
こ
の
文
章
は
佚
文
と
思
わ
れ
る
。
○
天
對
云―

柳
宗
元
「
天
對
」
に
同
文
あ
り
。
○

淫
淫―

流
れ
る
さ
ま
。
○
不
姜―

河
の
名
。『
山
海
經
』「
大
荒
南
經
」
に
「
大
荒
之
中
、
有
不
姜
之
山
、
黑
水
窮
焉
。（
大
荒
の
中
に
、
不

姜
の
山
有
り
、
黑
水
窮
む
。）」
と
あ
る
。
○
西
京
賦
云―

『
六
臣
注
文
選
』「
西
京
賦
」
に
「
廼
有
昆
明
靈
沼
、
黑
水
玄
阯
。（
廼
ち
昆
明
の
靈

沼
、
黑
水
の
玄
阯
有
り
。）」
と
あ
る
。
○
李
善
云―

前
の
「
西
京
賦
」
の
李
善
の
注
に
「
黑
水
玄
阯
、
謂
昆
明
靈
沼
之
水
沚
也
。（
黑
水
玄
阯
、
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昆
明
の
靈
沼
の
水
沚
を
謂
ふ
な
り
。）」
と
あ
る
。
○
沚―

小
さ
い
洲
。『
爾
雅
』「
釋
水
」
に
「
小
渚
曰
沚
。（
小
渚
を
沚
と
曰
ふ
。）」
と
あ
る
。

（
107
）（
108
）〈
延
年
不
死　

壽
何
所
止
〉

言
仙
人
稟
命
不
死
、
其
壽
獨
何
所
窮
止
也
。

〔
補
曰
〕
素
問
云
、
上
古
有
眞
人
、
壽
敞
天
地
無
有
終
時
。
中
古
之
時
、
有
至
人
者
、
益
其
壽
命
而
強
者
也
、
亦
歸
於
眞
人
。
其
次
有
聖
人
者
、

形
體
不
敝
、
精
神
不
散
、
亦
可
以
百
數
。

〔
訓
讀
文
〕

言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
仙
人
命
を
稟
け
て
死
せ
ず
、
其
の
壽
獨
り
何
の
窮
止
す
る
所
ぞ
や
。

〔
補
に
曰
く
〕『
素
問
』
に
云
ふ
、「
上
古
に
眞
人
有
り
、
壽 

天
地
を
敞
ふ
も
終
る
時
有
る
こ
と
無
し
。
中
古
の
時
、
至
人
な
る
者
有
り
、
其
の
壽

命
を
益
し
て
強
き
者
な
り
、
亦
た
眞
人
に
歸
す
。
其
の
次
に
聖
人
な
る
者
有
り
、
形
體
敝
せ
ず
、
精
神
散
ぜ
ず
、
亦
た
百
を
以
て
數
ふ
べ
し
」
と
。

〔
語
釋
〕

○
素
問
云―

『
黄
帝
内
經
素
問
』「
上
古
天
眞
論
篇
第
一
」に「
黄
帝
曰
、余
聞
、上
古
有
眞
人
者
、（
中
略
）故
能
夀
敝
天
地
無
有
終
時
。
此
其
道
生
。

中
古
之
時
有
至
人
者
、（
中
略
）
此
蓋
益
其
夀
命
而
强
者
也
。
亦
歸
於
眞
人
。
其
次
有
聖
人
者
、（
中
略
）
形
體
不
敝
、精
神
不
散
、亦
可
以
百
數
。（
黄

帝
曰
く
、
余
聞
く
、
上
古
に
眞
人
な
る
者
有
り
、（
中
略
）
故
に
能
く
壽 
天
地
を
敝
ふ
も
終
る
時
有
る
こ
と
無
し
。
此
れ
其
れ
生
を
道
く
。
中
古

の
時
至
人
な
る
者
有
り
、（
中
略
）
此
れ
蓋
し
其
の
寿
命
を
益
し
て
強
き
者
な
り
。
亦
た
眞
人
に
歸
す
。
其
の
次
に
聖
人
な
る
者
有
り
、（
中
略
）

形
體
敝
せ
ず
、
精
神
散
ぜ
ず
、
亦
た
百
を
以
て
數
ふ
べ
し
。）」
と
あ
る
。
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（
109
）（
110
）〈
鯪
魚
何
所　

鬿
堆
焉
處
〉

鯪
魚
、
鯉
也
。
一
云
、
鯪
魚
、
陵
鯉
也
。
有
四
足
、
出
南
方
。
鬿
堆
、
奇
獸
也
。
鯪
、
一
作
陵
。
所
、
一
作
居
。
鬿
、
一
作
魁
。

〔
補
曰
〕
鯪
、
音
陵
。
山
海
經
、
西
海
中
、
近
列
姑
射
山
、
有
陵
魚
、
人
面
人
手
魚
身
、
見
則
風
濤
起
。
天
對
云
、
鯪
魚
人
貌
、
邇
列
姑
射
、
是
也
。

陶
隱
居
云
、
鯪
鯉
形
似
鼉
而
短
小
、
又
似
鯉
魚
、
有
四
足
。
吳
都
賦
云
、
陵
鯉
若
獸
。
注
引
陵
魚
曷
止
、
與
逸
說
同
。
鬿
、
音
祈
。
堆
、
多
回
切
。

山
海
經
云
、
北
號
山
有
鳥
、
狀
如
雞
而
白
首
、
鼠
足
、
名
曰
鬿
雀
。
食
人
。
天
對
云
、
鬿
雀
峙
北
號
、
惟
人
是
食
。
注
云
、
堆
、
當
爲
雀
。
王
逸

注
誤
。
按
字
書
、
鴭
、
音
堆
、
雀
屬
也
。
則
鬿
堆
即
鬿
雀
也
。

〔
訓
讀
文
〕

鯪
魚
は
、
鯉
な
り
。
一
に
云
ふ
、
鯪
魚
は
、
陵
鯉
な
り
。
四
足
有
り
、
南
方
に
出
づ
。
鬿
堆
は
、
奇
獸
な
り
。
鯪
は
、
一
に
陵
に
作
る
。
所
は
、

一
に
居
に
作
る
。
鬿
は
、
一
に
魁
に
作
る
。

〔
補
曰
〕
鯪
、
音
は
陵
。『
山
海
經
』（
海
内
北
經
）
に
、「
西
海
の
中
、
列
姑
射
の
山
に
近
く
、
陵
魚
有
り
、
人
面
人
手
魚
身
な
り
、
見
は
る
れ
ば

則
ち
風
濤
起
る
」
と
。
天
對
に
云
ふ
、「
鯪
魚
は
人
の
貌
、列
姑
射
に
邇
し
」
と
は
、是
れ
な
り
。
陶
隱
居
云
ふ
、「
鯪
鯉
の
形
は
鼉だ

に
似
て
短
小
な
り
、

又
鯉
魚
に
似
て
、
四
足
有
り
」
と
。
吳
都
賦
に
云
ふ
、「
陵
鯉
は
獸
の
若
し
」
と
。
注
に
「
陵
魚
曷
止
」
を
引
く
、
逸
說
と
同
じ
。
鬿
、
音
は
祈
。

堆
は
、
多
回
の
切
。『
山
海
經
』（
東
山
經
）
に
云
ふ
、「
北
號
の
山
に
鳥
有
り
、
狀
雞
の
如
く
に
し
て
白
首
、
鼠
の
足
、
名
づ
け
て
鬿
雀
と
曰
ふ
。

人
を
食
ふ
」
と
。
天
對
に
云
ふ
、「
鬿
雀 

北
號
に
峙
ち
て
、
惟
だ
人
の
み
是
れ
食
ふ
」
と
。
注
に
云
ふ
、「
堆
は
、
當
に
雀
に
爲
る
べ
し
」
と
。

王
逸
注
は
誤
れ
り
。『
字
書
』
を
按
ず
る
に
、
鴭
、
音
は
堆
、
雀
の
屬
な
り
。
則
ち
鬿
堆
は
即
ち
鬿
雀
な
り
。

〔
語
釋
〕

○
鯪
魚―

せ
ん
ざ
ん
こ
う
の
こ
と
。
○
鬿
堆―

奇
獣
の
名
。「
天
問
」
が
初
出
か
。
○
山
海
經―

『
山
海
經
』「
海
内
北
經
」
に
「
列
姑
射
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在
海
河
洲
中
。（
中
略
）
陵
魚
人
面
、
手
足
、
魚
身
、
在
海
中
。（
列
姑
射
は
海
の
河
洲
の
中
に
在
り
。（
中
略
）
陵
魚
は
人
面
、
手
足
あ
り
、
魚

の
身
、
海
中
に
在
り
。）」
と
あ
る
。
○
列
姑
射―

仙
人
の
住
ん
で
い
る
と
い
う
山
。『
列
子
』「
黄
帝
第
二
」
に
「
列
姑
射
山
在
海
河
洲
中
、
山

上
有
神
人
焉
、
吸
風
飲
露
、
不
食
五
穀
。（
列
姑
射
山
は
海
河
の
洲
中
に
在
り
、
山
上
に
神
人
有
り
、
風
を
吸
ひ
露
を
飲
み
、
五
穀
を
食
は
ず
。）」

と
あ
る
。
○
風
濤―

風
と
大
波
。
風
が
吹
い
て
波
が
た
つ
こ
と
。
○
天
對
云―

柳
宗
元「
天
對
」に
同
文
あ
り
。
○
陶
隱
居
云―

「
陶
隱
居
」

は
梁
の
陶
弘
景
の
こ
と
。
こ
こ
の
文
章
は
出
典
不
明
。
○
鼉―

わ
に
の
一
種
。
○
吳
都
賦
云―

『
六
臣
注
文
選
』「
吳
都
賦
」
に
同
文
あ
り
。

○
山
海
經
云―

『
山
海
經
』「
東
山
經
」
に
「
北
號
之
山
、
臨
于
北
海
。（
中
略
）
有
鳥
焉
、
其
狀
如
鷄
而
白
首
、
鼠
足
而
虎
爪
、
其
名
曰
鬿
雀
、

亦
食
人
。（
北
號
の
山
は
、
北
海
に
臨
む
。（
中
略
）
鳥
有
り
、
其
の
狀
は
鷄
の
如
く
に
し
て
白
き
首
、
鼠
の
足
に
し
て
虎
の
爪
、
其
の
名
を
鬿
雀

と
曰
ふ
、
亦
た
人
を
食
ふ
。）」
と
あ
る
。
○
天
對
云―

柳
宗
元
「
天
對
」
及
び
そ
の
注
釈
に
同
文
あ
り
。
○
按
字
書―

出
典
不
明
。

※
「『
楚
辭
補
注
』
譯
注
稿
（
二
十
九
）」
に
續
く
。

　
（
本
輯
擔
當
者
…
齋
藤
成
治
・
前
園
悠
太
）
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